
　天候に恵まれた令和６年９月23日（祝月）、熊谷
スポーツ文化公園にて令和６年度彩の国ふれあい
ピック（秋季大会）（第37回県民総合スポーツ大会
兼第23回埼玉県パラスポーツ大会）が開催されま
した。この大会は、全ての障害者がスポーツを親し
むことができるよう企画されたスポーツ体験イベ
ントです。
　障害のある方の体力の維持・向上、社会参加の推
進のほか、共に楽しみたい方や障害者スポーツに
興味がある方も対象としており、障害の有無にか
かわらず全ての方が参加することができます。体
験できるスポーツ種目は年々増えていて、今年度
は全体で22競技31種目が実施されました。会場の
周りではキッチンカーや事業所の製作品の販売な
ども行われました。
　当協会は、埼玉県グラウンド・ゴルフ協会の御協
力をいただき、屋外の補助陸上競技場にてグラウ
ンド・ゴルフの体験コーナーを運営いたしました。
当日は日差しが強く、屋外競技に人が集まりにく
かったので、屋内競技の来場者にお声がけしなが

らグラウンド・ゴルフにお誘いし、延べ135名の方
が体験してくださいました。参加者からは「初めて
だけど楽しくできた。」「青空の中で気持ちよくプ
レーできた。」といった感想が聞かれました。
　彩の国ふれあいピック（秋季大会）は年齢を問わ
ず、運動が苦手な方にとってもどなたでも楽しむ
ことができる種目が数多くありましたので、来年
度開催のときにはぜひ多くの方の御参加をお待ち
しております。� （事務局　吉田）

彩の国ふれあいピック（秋季大会）
～グラウンド・ゴルフ大会～
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みんなで楽しもう！卓球交流会（第50回埼玉県精神保健福祉卓球大会）
令和６年度第１回こころの健康講座（依存症対策普及啓発講演会）を視聴して
全国障害者スポーツ大会　埼玉県代表選手団（卓球）に帯同して

＜ミニコラム＞　 災害に備えよう！
＜お 知 ら せ＞　 令和６年度第２回こころの健康講座（こども・若者自殺予防講演会）



　令和６年10月17日（木）、浦和駒場体育館にて、
「令和６年度みんなで楽しもう！卓球交流会(第50
回埼玉県精神保健福祉卓球大会)」が盛大に開催さ
れました。この大会は、スポーツを通して、精神障
害者相互の交流を深めるとともに、社会参加の促
進を図ることを目的に企画されています。
　昨年度に引き続き、さいたま市卓球協会から６
名の審判員に御協力いただきました。また、今年度
から新たに埼玉県パラスポーツ指導者協議会から
４名のサポートスタッフに御協力いただきまし
た。
　今年度の大会は、埼玉県内の医療機関や地域機
関から125名が参加し、勝負を楽しみたい選手で構
成されたＳリーグに12チーム、交流を楽しみたい
選手で構成されたＫリーグに13チームの計25チー
ムが参加しました。
　試合は、ＳリーグとＫリーグに分かれてシング
ルス戦で行われました。参加選手からは「この日を
楽しみに練習してきた。」「他の病院の方とプレイ
ができるのが楽しみです。」といった声が聞かれ、
両リーグともに和気あいあいとした雰囲気の中に
も、真剣に卓球に取り組む姿が見られました。

　今年度の新しい取り組みとして、各参加チーム
に自作のチームプラカードを作り持ち寄っていた
だきました。各チームの特色があふれた個性豊か
なプラカードが披露され、試合の合間には、参加者
同士がプラカードの前で会話を楽しんだり、写真
を撮ったりと、参加者同士の交流が見られました。
参加者にインタビューしたところ、「今日は参加で
きない方々が応援の気持ちをこめて作成してくれ
た。」と笑顔で話され、大会に参加していない方々

からも応援する気持ちが込められた作品と伺うこ
とができました。

　選手として参加する方だけではなく、応援にか
けつけた方々も多く、チーム名が入った手作りう
ちわや応援メッセージの入ったボードを手に、熱
く応援する姿が見られました。応援している方に
インタビューすると、「今日は応援に来たけれど、
見ているとプレイしたくなる。来年は体調を整え
て参加したい。」「自分のチームが勝てて嬉しい。」
など、様々な声が聞かれ、一同それぞれ楽しみなが
ら参加していました。選手の方にインタビューす
ると、「何十年ぶりかの卓球になり、勝ちたい気持
ちもあるが、まずは楽しみたい。」「いつもと違い、
天井が高いことや、たくさんの人に見られて緊張
したが、勝てて良かった。」「試合中、内心ドキドキ
でしたが楽しめました。」と笑顔で話されており、
様々な気持ちで試合に臨んでいる様子が伺えまし
た。
　今回、Ｓリーグ、Ｋリーグともに白熱した戦いが
繰り広げられ、試合後、「ダブルスでの試合もぜひ
やって欲しい。」「この日を目標に練習するのが楽
しい。また来年も開催して欲しい。」といった声が
たくさんあり、次回の卓球交流会への期待が寄せ
られました。

みんなで楽しもう！卓球交流会
� （第50回埼玉県精神保健福祉卓球大会）
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　来年度も秋頃の開催を予定しています。ぜひ多
くの方の御参加をお待ちしております。
　最後に、試合前後にも関わらず、インタビューに
御協力いただいたチームの皆さま、選手の皆さま
に厚く御礼申し上げます。
� （広報編集委員　榎本）

　令和６年12月から約２ヶ月間、当協会が共催し
た令和６年度第１回こころの健康講座は、「こど
も・若者に身近な依存～ネット・ゲーム、カフェイ
ン・市販薬への理解と対応～」というテーマで、
NPO法人ASK社会対策部の風間暁さんによる対
談形式の講演が動画配信形式で開催されました。
講義の中では、こどもが何かに依存したり、のめり
込んでいるように見える時、その背景に学校や塾
などで本人が辛く感じていることや傷ついている
ことなど本人なりの事情があるかもしれないと考
えを巡らせることが重要なのだと改めて感じまし
た。また、ネットやゲームへの依存の場合、何かル
ールを決めるプロセスにしても、その決定に本人
自身が参加することも本人の権利であるとのお話
もありました。納得した上でルールを決め、自分で
決めたルールを守れたという経験も大切だと学び
ました。また、ネットやオンラインゲームは、課金
システムなど危険を伴う場合がある一方で、本人
にとって居場所や心の支えになっていることがあ
るとの視点は、本人を理解する上で大切なことだ
と感じました。

　また、ゲームという
だけで悪者にせず、教
育的なゲームを活用す
るなど、やめさせるこ
とに主眼を置くのでは
なく安全に活用できる
よう、関わる大人が学
ぶことも必要だと感じ
ました。市販薬やカフ
ェインなど身近に購入できる依存しやすいものに
ついても、その危険性について周りの大人がきち
んと知識を持って理解しておく必要も感じまし
た。さらに、ハマるこどもや若者の気持ちとして、
こどもなりの生きづらさやしんどさがあり、その
現実逃避としての依存だった場合、「それをとりあ
げることは死刑宣告と同じ」と風間さんの言葉も
ありました。生活に支障をきたすほどにのめり込
む背景を考えていくことの大切さを強く感じまし
た。こどもや若者に関わるコツについてのお話で
は、大人側から「すべてを説明して、教えて」という
のではなく、こどもや若者側の世界を理解しよう
とすること、例えば若者が見ているコンテンツな
どから学ぼうとする大人の姿勢が、何かに依存す
るこどもや若者を理解する一歩なのだと感じまし
た。こどもや若者の視点に立った大変貴重な御講
演とても勉強になりました。ありがとうございま
した。� （広報編集委員　加藤）

【参加機関】大宮厚生病院、済生会鴻巣病院、南飯能病院、ひこばえ、熊谷神経クリニック、川口
病院、あげお福祉会杜の家、生徳診療所、埼玉精神神経センター、みさとメンタルクリニック、
埼玉協同病院、すずのきメンタルケアクリニック、みさと協立病院、東松山病院（事前申込順）

令和６年度　第１回こころの健康講座
（依存症対策普及啓発講演会）を視聴して報　　告

埼玉県マスコット
「コバトン」
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　公益社団法人埼玉県精神保健福祉協会を通じて
埼玉県から依頼され、令和６年10月26日（土）、27日
（日）に開催されたSAGA2024第23回全国障害者ス
ポーツ大会（以下、「全国大会」）の埼玉県選手団に
卓球競技の精神障害区分のコーチとして５泊６
日で帯同しました。卓球競技の精神障害区分で埼
玉県代表として出場する女性選手はいなかったた
め、男性選手のコーチとして参加しました。
　私は若い頃、精神科病棟勤務時に患者さんから
卓球を教えて頂き一緒に楽しんだこともありまし
たので、選手の練習の時は、会場で練習を見守ると
いうイメージでおりました。
　しかし、説明会や練習においてコーチの役割を
知り、体育館内で卓球練習ができる状態にする準
備、練習後の片付けといった一連の行動とともに、
練習中は球拾いなど当初のイメージと異なり、練
習の補助全般を行いました。初めての練習日は大
変暑い日で、立っているだけで汗が流れ、日頃、運
動していないこともあり、熱中症なみに体力が消
耗する状態でした。
　練習は90分２セット、休憩を10分程度はさみな
がら行われましたが、選手のみなさんはほとんど
休むことなく練習をしていました。アスリートと
しての練習量で、指導者もほとんど休むことなく、
体力の差を感じる練習でした。
　ある日の練習終了後、帰り際にゲリラ豪雨に遭
いました。車が半分水に浸かり、駐車してある場
所まで膝上の冠水を進み、車が水没寸前で駐車場
から脱出し、ジャージはずぶぬれのまま運転し、
所々、冠水した道路を通り帰宅しました。安全運
転と自分のことばかり考えていましたが、自宅に
戻った頃には「みんなは大丈夫だっただろうか。事
故に遭っていないだろうか。無事に帰宅できただ
ろうか」と心配になったことが印象深い思い出で
す。
　大会まで、コーチとは名ばかりで選手の足手ま
といになっており、球拾いさえろくにできないの

で無事にお役目を果たすことができるか不安だら
けでしたが、監督をはじめ多くの支援者や選手の
皆さんが見守ってくださいました。

　全国大会では、博多駅近くの宿泊先から佐賀県
の会場へ片道約1時間程度のバス移動でした。ホテ
ルの部屋割りは、コーチと選手のペアになってお
りました。他県の選手も宿泊しており、にぎやかな
宿泊先でした。
　埼玉県代表の選手は全国でも１・２位の実績を
有し、ストレート勝ちをする選手の集団であるた
め、安心して試合を見ていることができました。試
合当日のコーチとしてのベンチ入りについては、
ベテランの監督・コーチの方々が不慣れな私を気
遣い、身体障害区分の女性選手を担当にしてくだ
さいました。タイムの合図の仕方を相談したり、楽
しい時間を過ごしました。
　試合順が回ってきて担当選手とともに緊張しな
がらコートに入場すると、別の選手の方が緊張す
る私を気遣い、私の代わりにコーチとしてベンチ
入りしてくださいました。私は少しほっとして控
え室に戻りましたが、コーチとしてベンチ入りし
てくれた選手がご自身の表彰式に出なければいけ
ないことがわかり、慌ててコートのベンチに戻り
ました。
　試合途中でベンチに戻ると、すでにこちらは２
回タイムをとっており、２セットを先取されてい
ることがわかりました。相手選手は大会主催県の
代表選手であり、テレビ局のカメラが来ていたり、
会場からの応援が多く、担当選手は雰囲気に呑み

全国障害者スポーツ大会
埼玉県代表選手団（卓球）に帯同して報　　告
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込まれて緊張し、本来の実力が出せないでいまし
た。埼玉県の役員の方々がギャラリーから声援を
送っていましたが、いつもの表情はなく、こわばっ
ていました。「どうしたらいい？」小さな声でした。
「姫、いつものように。ドキンちゃん好きだよね、
あなたはドキンちゃん。大丈夫。」と声をかけると
「えっ。」という顔をした後、笑顔になり、ポイント
を連取していきました。相手選手がタイムをとる
と、担当選手が「どこか悪いところない？」と聞い
てきたので、「何にもない。すごくいい。」と返し、ポ
イントを取る度に手が痛くなるほど拍手して「よ
し！」と力強く声をかけました。元々実力のある選
手でしたので、本来の実力を発揮し、３セット連取
して金メダルを勝ち取りました。

　コーチとしての役割以外では、視覚障害の方が
めまいに苦しまれた時、看護師である私に観察要
請がありました。御本人が常に行っている対応を
取られていたため症状は軽減傾向にありました
が、再度症状が悪化しないように周囲の環境を調
整しました。閉会式の演出でライトが非常に眩し
く点滅を繰り返した際も、御本人が適切に対処で
きるように見守りました。
　全国大会の目的は障害者の社会参加ではありま

すが、負け知らずのアスリートたちの底知れない
実力に圧倒された大会でした。
　全国の百戦錬磨の選手達がお互いを思いやり、
リスペクトしている姿が会場に溢れており、本来
のスポーツマンシップを見ることができました。
あるコーチのTシャツの背中に書かれた「不自由
はあっても不可能はない」が印象的で、今回の一連
の全国大会への参加を通し、無限の可能性を実感
する機会でした。
　精神保健福祉協会は、このような全国大会への
スタッフの派遣について多方面の関係者に依頼
し、協力を得ながら継続していければよいと思い
ました。貴重な体験をさせて頂き感謝いたします。
ありがとうございました。
　全国大会の詳しい日程は以下に示します。

＜全国大会日程（令和６年10月）＞
24日（木） 移動日（埼玉県　→　佐賀県）
25日（金） 公式練習・監督会議
26日（土） 開会式・競技１日目
27日（日） 競技２日目
28日（月） 競技３日目・閉会式
29日（火） 移動日（佐賀県　→　埼玉県）
＜開会式及び試合会場＞基山町総合体育館
＜閉会式＞SAGAサンライズSAGAアリーナ
＜コンディショニングルーム＞試合会場２か所
選手の体をほぐし、競技前後の筋肉の疲労回復を
図るため、鍼灸マッサージ師等を配置し、競技日に
施術を無料で実施。利用対象者は選手のみ。
� 日本精神科看護協会埼玉県支部　荒木とも子
� （公益社団法人埼玉県精神保健福祉協会理事）

＜全国大会に係る説明会や練習会等＞
 ７月13日(土) 10：00 ～ 17：00 第１回説明会及び研修 彩の国すこやかプラザ
 ７月27日(土) 13：00 ～ 17：00 第１回強化練習会 埼玉県障害者交流センター

 ８月24日(土) ～ 25日(日) 第２回・第３回強化練習及び合宿 練習：浦和駒場体育館
宿泊：加須元気プラザ

 ９月18日(水) 15：00 ～ 17：00 埼玉県選手団結団式 埼玉会館
10月12日(土)  ９：45 ～ 17：00 第２回説明会及び強化練習会 埼玉県障害者交流センター
10月24日(木) ～ 29日(火) 全国大会 佐賀県基山町総合体育館
11月22日(金) 15:00 ～ 16:00 埼玉県選手団解団式 埼玉会館
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　「お薬手帳を活用していますか？」お薬手帳は
薬局で無料で入手できますし、インターネットで
自分の好きな柄のお薬手帳を購入することもでき
ます。最近ではスマホのアプリ版お薬手帳を活用
することもできます。
　このお薬手帳は、自分が飲んでいる薬の一覧で
あり、いつ・どこで・どんな薬が処方されたか、
用量や飲み方などが小さいシールに書かれて貼っ
てあります。また、精神科だけでなく、身体の病
気に使っているお薬のシールも貼ることができま
す。だからこそこの手帳、災害時にとても役に立
つのです。

　地震などの災害はいつおこるか予測ができませ
ん。外出先でいつも飲んでる薬がなく、何を飲ん
でいるかも伝えられなかったら不安になりますよ
ね。そこで、この手帳をそのままバッグに入れて
おく、スマホのアプリ版お薬手帳をダウンロード
しておくなど工夫しておけば、どこで災害にあっ
ても、避難した先で持病があることを伝え、その
お薬が手元にないことを相談することができるの
です。
　ついつい持ち忘れてしまうお薬手帳ですが、ほ
んのひと手間で安心につながります。皆さんも試
してみませんか。
� （広報編集委員　早川）

　あなたの周りに、普段とようすが違って元気がない、悩みを抱えているようすがある方はいませ
んか。
　現代社会におけるこども・若者を取り巻く環境や生きづらさを理解し、寄り添える存在となれる
よう、この機会にコミュニケーションスキルや心のケアに関する知識を学んでみませんか。

講　　師： 東京家政大学　人文学部　心理カウンセリング学科　杉山　雅宏　教授
動画配信： 埼玉県公式YouTube「限定公開セミナー動画チャンネル」　
配信期間： 令和７年２月21日（金）～３月23日（日）
申込方法: ①電子申請システム（推奨）：右の二次元コードまたは

　精神保健福祉センターホームページからお申込み
②FAX：精神保健福祉センターホームページ　普及啓発講演会　チラシ
　FAX申し込みフォームからお申込み　 048-723-1561

申込〆切： 令和７年３月17日（月）
費　　用： 無料
主　　催： 埼玉県立精神保健福祉センター
問合わせ： 埼玉県立精神保健福祉センター企画広報担当/相談・自殺対策担当

048-723-3333（内線1200）

第２回　こころの健康講座　こども・若者自殺予防講演会第２回　こころの健康講座　こども・若者自殺予防講演会
「生きづらさ」を抱えた　こども・若者への理解と対応「生きづらさ」を抱えた　こども・若者への理解と対応

イベントのお知らせ

※要事前予約

災害に備えよう！ミニコラム

埼玉県マスコット
「コバトン」
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